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第１５号大学体育養生学研究会

巻頭言

図普刊行計画順調
、こうせい

．ラム「養生学」

総会案内

2002年度研究会開催案内

特別講演会案内
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ナーのある食卓、他人と会話の弾むテーブルなどと

人間の暮らし、文化に大きくかかわり、「食」問題

からも今日の日本では見過ごしにできない面を多く

教示してくれます。これらのことは自分のホテルだ

けで解決できる問題ではありませんが、少しずつで

もできることから始めたいという粘神で進めており

ます。

一方、今日の「食」業界をみると、中国の薬膳の

ようにそれぞれの食材自体が持ち合わせている薬効

にも着目し、持っている効用を十分に発揮できるよ

うな料理づくりという分野も活発に動きだしていま

す。また、イタリアで生まれたスロー・フード連動

蕊務爵驚漁縦鰯i;霊” 本会のモットーは「共生原理」
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の「スロー・フード」とは街中で流行のファースト

・フードがもつ没個性化への対立概念として生まれ

た造語です。この運動は、地元で育てられた食物を

丁寧に手をかけて調理し、じっくりと味わおうとい

ムープメントです。私のいる大阪でも去る2002年１２

月に放揚げの会合がありました。どれほどの人が集

まるかと心配していましたが、食の最前線で働いて

いる人たちが100人以上も集まり繭きました。

現在の日本ではつまみ食い的な発想や、いわゆる

要領よさと安直なハウツウ的生き方の積み重ねが多

くなっています。ここでひとつ「スロー・フード連

動」のように、生き方についても、じっくりと取り

組むこともよいのではないでしょうか。その表皮を

削ったひとつ奥に、本物や真実が潜んでいるのでは

ないかと思います。世の中の常識的な人たちが心の

奥で密かに思っていたことが、今やあちらこちらで

次第に動きだしてきたようです。いつまでも他人任

せではいけないと…。
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大学体育養生学研究会の活動が古典派力､らは

「ニッチ」とか「学際的」といわれようが、世の常

識人が不思議だと思う分野に挑み、今後、存分に究

めてほしいと思います。（完）
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大学体育養生学研究会ニューズレターー

３月下旬発行!！

ご期待ください。
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執筆者：跡見l順子・遠藤卓郎・立川昭二・

田中朱美・張勇・伴義孝・湯浅泰雄

・養老孟司・横沢喜久子（アイウエオ順）
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(大学体育養生学研究会図書刊行委員会）
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す。さらに、私たちの研究会の意義を認めてい

ただき、本書の出版を引き受けていただいた市

村出版の市村近氏にも改めて御礼申し上げます。
．kう出、

（大学体育養生学研究会理事長・横i§&喜久子）

原稿募謀
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｢大学体育養生学研究」ヘ投稿を1１

第６号投稿期限：2003年３月20日

希望者は原稿を投稿規定に則して執筆

し、本会事務局へ郵送してください。

総会案内

とき：2003年３月８日（土）１６:３０

ところ：明治学院大学（東京都港区白金1-2-37

・地下鉄浅草線「高輪駅」下車徒歩３分）

ぎだい：「役員改選」ほか

懇親会：総会終了後・会費当日実費徴収

※本会の第２期目の在り方を決める重要総会

です。会員諸氏のご出席をお待ちしておりま。

なお、当日ご都合のつかない方は所定の「委

任状」（用紙送付済）を提出してください。
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２００２年度第３回大学体育養生学研究会は明治学・・

院大学主管で開催します。今回は一般研究発表部門

と実践研究発表部門の２部構成で多彩なプログラと

なっています。また特別講演はホリスティック医学

の第一人者・帯津良一先生をお迎えして最先端の人

間味溢れる貴重なお話を聞かせていただきます。

とき2003年３月８日（土）１２:30-17:００

３月９日（日）０９:30-16:００

ところ明治学院大学

東京都港区白金1-2-37

地下鉄浅草線「高輪駅」下車徒歩３分

参加費2,000円

申込所定ＦＡＸ用紙で３月５日迄受付。

講演会無料公開：ご友人をお誘いください。

内容

〔第一日目：３月８日〕

11:００常任理事会

12:３０受付

13:００第一部門：一弓般研究発表
ようせい

①「受動様態」の問題と養生学の課題

伴義孝：関西大学

②茶道で磨く身体感覚

金田洋子：東邦歯科医療専門学校

③「黒川さん踊り」が健康・運動科学実習で

果たした役割

近藤洋子：国際基督教大弓２

④仙人のルーツについて

吉元昭治：吉元医院

⑤運動・身体の本質を直感するサイエンスの

導入

跡見順子：東京大学

１３:４０実践報告

①上海・チベット養生法研修報告

太田正和：岡山理科大学
上うせも、

②本会編『力､らだの原点-21世紀〔養生学〕
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事始め－」について（刊行の紹介）

伴義孝：関西大学

16:３０総会

17:３０演舞「大学授業からの発展」

東京女子大学・国際基督教大学の学生

18:３０懇親会

〔第二日目：３月９日〕

09:３０受付

10:００第二部門：実践研究発表

①「心」と「身体」の統一（合気道）

岡村隆二：ＮＰＯ法人気の活用com．

②太極拳のこころ

一ニュートラルな身体と出合う：その１－
００ ｔβ#ユ

石水極子：光風雲月・極の会主宰

③空手と気

瀬戸謙介：明治学院大学

④座禅

鈴木秀明：珠光院

13:３０特別公開講演

養生はからだ・気・心の統合から

一外科医として感じた西洋医学の限界と新

しい可能性一

講師帯津良一：帯津三敬病院名誉医院長

15:００ようせいトーク

16:００閉会

6り

特別公開講演会

講師：帯津良一先生

ホリスティック医学の第一人者

最先端の人間味溢れる新しい可能性を話す

無料公開：お誘い合わせください

2003年３月９日13:30-14:５０

於：明治学院大学
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大学体育養生学研究会事務局

画167-8585束京都杉並区善福寺2-6-1

東京女子大学文理学部・横沢研究室内

FAXO3-3396-9996
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